
大型石棒が出土したフラスコ状土坑（木古内町幸連５遺跡　縄文時代中期後葉）
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　【表紙解説】

　写真はフラスコ状土坑の底面から大型の石棒が出土した様子です。

　このフラスコ状土坑は、縄文時代中期後葉～後期の盛土遺構の直下で検出されました。土坑は、深さ 1.1 ｍ、底面の直径は

2.0 ｍです。石棒の石材は、安山岩製で、大きさは、長さ 45㎝、両端部の直径 12㎝、中央部はやや太く直径 15㎝で、円柱

状に成形されています。
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○平成30年度の発掘調査（前半）

調査の様子

白
しらおい

老町ポロト３遺跡

　遺跡は、JR白老駅から北東へ約500m、有珠b降下軽

石(1663年降下)などで覆われた海岸砂丘上に立地して

います。今年度の調査では、焼土2 ヵ所、土器片の集

中6 ヵ所、黒曜石の剥片・砕片の集中5 ヵ所、礫の集中

10 ヵ所が見つかっています。遺物のほとんどは縄文時

代中期後半のもので、土器約1,000点、石器等約2,000

点を数えます。石器等の大部分は黒曜石の剥片・砕片で

すが、石鏃や石槍、磨製石斧、北海道式石冠、台石など

も得られています。なお、昨年度の調査では、土器片の

集中2 ヵ所、礫の集中1 ヵ所、縄文時代中期を主体とす

る約800点の遺物が見つかっています。

旭川

函館

札幌

厚真町 鯉沼２

長沼町 12区C

苫小牧市 高丘8

浦河町 向別
　　　　栄丘
　　　　昌平町
　　　　常盤町

木古内町 幸連遺跡
　　　　　幸連５遺跡

白老町　ポロト３

根室市  トーサムポロ湖周辺竪穴群

根室市  別当賀一番沢川

斜里町　カモイベツ

平成 30 年度発掘調査位置図

（平成30年4月1日現在）○平成30年度発掘調査一覧

事  業  者 事    業    名 市町村 遺跡名 面積（㎡）

国

土

交

通

省

北

海

道

開

発

局

札幌開発建設部
長沼南幌道路 長沼町 12 区 C 1,400

国立民族共生公園 白老町 ポロト３ 590

函館開発建設部 函館江差自動車道 木古内町
幸連 841

幸連 5 2,687

室蘭開発建設部 国営土地改良事業勇払東部（二期）地区 厚真町 鯉沼２ 1,971

釧路開発建設部 一般国道 44 号根室防雪 根室市 別当賀一番沢川 195

網走開発建設部 一般国道 334 号斜里町日の出事故対策事業 斜里町 カモイベツ 1,695

北海道
胆振総合振興局

苫小牧中央インター線道路改良工事 苫小牧市 高丘８ 8,139

上向別浦河（停）道路改築事業 浦河町

向別 2,400

栄丘 800

昌平町 3,200

常盤町 20,000

釧路総合振興局 根室半島線改良工事 根室市 トーサムポロ湖周辺竪穴群 443

計 44,361
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厚
あ つ ま

真町鯉
こいぬま

沼２遺跡

木
き こ な い

古内町幸
こうれん

連５遺跡

　遺跡は、道南いさりび鉄道札苅駅から北東約1.5ｋｍ、

現海岸線より約300ｍ内陸の、幸連川左岸、標高20 ～

25ｍの海岸段丘上に位置します。遺跡の立地する段丘

上中央には、南北に延びる縄文時代後期初頭の２列の盛

土遺構があり、盛土の間は削平され遺構が少ない。盛土

遺構から段丘縁までは縄文時代前期から後期初頭の土坑

や住居跡が幾重にも重なり合う遺構密集域が検出され、

これまでに住居跡95軒、土坑146基がみつかっていま

す。また、段丘の東側斜面には縄文時代前期から中期の

遺物が大量に廃棄された盛土が形成されています。出土

遺物は100万点を超えています。
調査の様子

Tピット

　遺跡は、厚真町市街地から南へ約10㎞、厚真川支流

の鯉沼川源流部にあり、標高は約32mです。調査前の

現況は畑でした。

　遺跡のある鯉沼地区は、以前は「周文」と言いました。

読み方は「しゅうぶん、しぶん、しゅふん、しぷん」な

どあり、アイヌ語で「supun-pet　ウグイ・川」の意と

解釈されています。

　遺構は、Tピット（狩猟用の落とし穴）を２基検出し

ました。

　遺物は、土器、石器などコンテナ１箱程度出土し、特

に石鏃が多く見られました。

　遺跡は、根室半島北西部の風連湖に注ぐ別当賀川に面

した緩斜面上に立地しています。調査は国道44号線の改

良工事に伴うもので、平成27・28年度に続き、今年で３

か年目になります。過去の調査では縄文時代中～後期の

竪穴住居跡など多数の遺構や遺物が確認されています。

　今年は、６月約ひと月の調査期間で、残念ながら遺構

はみつかりませんでした。遺物は縄文時代晩期の土器や、

黒曜石製の石鏃や石槍・ナイフ、スクレイパー、磨製石

斧などが出土しています。

根
ね む ろ

室市別
べっとうがいちばんさわかわ

当賀一番沢川遺跡

調査の様子
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　遺跡は、JR苫小牧駅の北約３kmに位置し、標高50m

の丘陵上に立地します。試掘調査では縄文時代前期の遺

物が確認され、道央自動車道を挟んで北(A地区)と南(B

地区)の２ヵ所に調査区があります。

　調査中のA地区では、狩猟用の落し穴とされる「Tピッ

ト」が11基確認されました。遺物は数十点と数少ない

ものの、石鏃やナイフなどの石器製品が多いという特徴

もみられます。遺跡が縄文時代の狩りの場であったこと

が考えられます。B地区では縄文時代前期の土器片、石

鏃やスクレイパー、つまみ付きナイフなどの石器が出土

しています。当時の集落跡の可能性が考えられます。

苫
と ま こ ま い

小牧市高
たかおか

丘８遺跡

浦
うらかわ

河町向
むこうべつ

別遺跡・栄
さかえおか

丘遺跡・昌
しょうへいちょう

平町遺跡・常
ときわちょう

盤町遺跡

　遺跡は、いずれも浦河町市街地そばの段丘上に位置し

ます。向別遺跡は向別川の標高10ｍ前後の平坦地にあ

り、遺跡北側からピット１基検出。遺物は、擦文時代の

土器片や縄文時代の槍先、石鏃などです。栄丘遺跡は、

標高35m程で、まだ遺構は見つかっていません。昌平

町遺跡は、標高60ｍ前後の丘の上にあり、眼下に日高

振興局、浦河港が見渡せます。平坦面からピットが８基、

斜面部分から３基検出されました。常盤町遺跡は、標

高50ｍ前後の台地上の面積約２万㎡の広大な遺跡です。

シカの落し穴猟に使ったと考えられるＴピットが７基検

出されています。

調査の様子

調査の様子

遺跡全景

　遺跡は、斜里市街地から東へ約10km、知床半島基部

の海岸砂丘列上に立地します。これまでに斜里町教育委

員会により４回の調査が行われており、今回も国道334

号線に沿った細長い調査範囲で、旧河川または旧潟湖に

面した標高３～５ｍの砂丘上にあります。

　調査では、続縄文時代後半とオホーツク文化期の中こ

ろの遺構・遺物が見つかっています。続縄文時代では、

「焼砂」（焼土）と大小の礫を中心として、黒曜石の微細

な剥片や土器片などが広い範囲から出土しています。オ

ホーツク文化期では、石組炉のある４ｍ以下の小型の竪

穴や、焼け礫の詰まった集石土坑などがあり、過年度の

調査で見つかった集落跡の一端にあたるとみられます。

斜
し ゃ り

里町カモイベツ遺跡
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　岩手県で発掘のお手伝いをしていたら、三陸海岸の北、

野田村上代川遺跡で、変わったものが出土したお話です。

　遺跡には墓穴が三基並んでいました。その脇には、かつ

て上に建てられていたと思われる墓碑が三基、横倒しなが

ら整然と積まれていました。墓碑をそれぞれ読んでみると、

江戸時代の慶応から明治時代はじめ頃の、成人男性、成人

女性、幼児のものと判明しました。一基からはしっかりし

た成人のお骨、もう一基からはかんざし、さらに一基から

は玩具らしきものが出土し、墓碑と被葬者に整合性があり

ました。墓穴の大きさは、いずれも約 1 ｍ四方で深さも 1

ｍよりやや深いくらい。そして三基とも穴の中から、棺桶

に打ち込まれたとおもわれる複数の釘、そしてキセルが収

められていました。幼児にもキセルが、お供えされていま

した。釘には赤錆びのせいで腐らずに残った木片が付着し

ていました。

　そのうち女性と推定したお墓からは、かんざし・キセル

の他に、薄いガラス板破片三片と、そして複数枚が錆びて

固着し合った六文銭と思われる鉄銭が出土しました。ご遺

体は頭の部分だけ糊状に残っておりました。穴底に残って

いた痕跡から棺桶は 50cm 四方の四角形だったようです。

　変わった遺物というのは、「薄いガラス板」です。接合す

ると、2 × 3㎝の長方形に復元できました。素材に若干の

弾力があり、一瞬セルロイドかと思いました。用途は不明で、

片面に何か付着していました。何なのか考えていました。

　すると、岩手埋文の同僚から、岩手県一関市川崎町門崎

『河崎の柵擬定地発掘調査報告書』(2006 年刊行 ) に複数

の類例が掲載されており、鏡の一種だろう、と教えを頂き

ました。この報告書から、お墓 SZ8 出土遺物で掲載番号

2358 を、野田村の類例として示します。偶然、同様に「キ

セル・かんざし・銭・ガラス板」の副葬品セットを構成し

ていて、大きさは上代川遺跡出土品よりやや大きめです。

ガラスの付着物はガラスを鏡にする加工、いわゆる鍍銀・

銀引きのようです。

　『日本ガラス鏡工業百年史』( 先田与助氏著 1971 年刊行 )

をひもといてみました。すると「鬢鏡」と称する小さなガ

ラス鏡が江戸時代の 18 世紀ころから明治時代にかけて泉

州 ( 和泉国 ) 岸和田と佐野で盛んに作られていた事がわか

りました。1842 年には組合が発足するほどの勢いだった

そうです。もとは 1716 ～ 35 年に長崎から職人が技術を

もたらし、1741 ～ 1744 年に堺に 17 人の ( ガラス ) 吹

き屋が成立したことがはじまりです。技術的には 20cm

角が限界で 5 ～ 6cm 角の小型のものが大部分でした。当

時よく見られた金属製の鏡より安価で、庶民向けだったよ

うです。ちなみにこんにち一般的にガラス鏡とされるもの

は、明治５年に舶来ガラスが輸入開始となり、これに鍍銀

○ 江戸時代のガラス鏡

（第1調査部第２調査課　主査　大泰司　統）

技術が確立、大型鏡が製作可能になったのが明治 24 年以

降のことです。

　現在、大阪府岸和田にある『松浪硝子工業株式会社』さ

んは、1844 年に和泉国 ( 現在の泉佐野市 ) で薄瑠璃製造

を開始、その技術から、鬢鏡をつくり始めました。高い技

術力を持ち、1904 年からは顕微鏡関係の製品製造開始に

至りました。お電話で、お話をうかがったところ、岩手方

面への販売状況はわからないとの事でした。そこで流通経

路について手掛かりを探していると、『歴史館いずみさの』

の学芸員の方から「食野家（めしのけ）」の存在を教えて

頂きました。岩手県近隣なら、食野家は、秋田県にかほ市

の斎藤家を支所としていたこと、秋田藩佐竹氏とも取引が

あったこと、そして、仙台にも取引先があった可能性につ

いて教えて頂きました。

　資料を探すうち、もうひとつの可能性を関根達人先生が

紹介している文章をみつけました。『弘前大学人文社会論

叢人文科学篇 7』(2002 年刊行 ) に先生の近世墓副葬鏡の

研究があり、そこで、岸和田の鬢鏡のほかに、江戸時代、

仙台城下南町の「仙台ビイドロ」を考慮すべきとありまし

た。その成立過程や現存する製品から、ガラス鏡「鬢鏡」

の製造も技術的に十分可能と推察しておられました。

　謎はすべて明らかになったわけではありません。出土品

の分布は岩手県内ならば、南部藩側 ( 北上市のあたりから

北側 ) より伊達藩側に多く、岩手県以外では青森県南部藩

側、そして宮城県・福島県に若干の報告例があるようです。

秋田・青森・岩手県内の郷土資料館や古道具屋さんを訪ね

歩きましたが、現存するものを見つけられませんでした。

　テエタ読者の皆様にお願いです。近世墓の調査で、透明

な板・破片を見つけたら、教えて下さい。骨董に興味のあ

る方、幕末から明治のガラス鏡の情報、お待ちしています。
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　札幌から道内各地の発掘現場のある市町村に出張する

際、松浦武四郎の著書を持ち現地へと向かうことがある。

私自身、関西からの移住者なので、北海道について先人か

ら多くのことを学ぶ必要があるからだ。

　武四郎は、今から 200 年前の文政元年（1818）2 月に

伊勢に生まれ 13 歳から津藩漢・儒学者の平松楽斎に学び、

その知識を基に日本各地を旅し、弘化二年から安政五年

（1845 ～ 1858 年）にかけ計 6 回蝦夷地を踏査し、膨大

な情報量の地図と日誌を遺した。

　天塩川流域を探訪した記録では、当時の道北では朴葉（ほ

おのは）の容器を食事に用い、普通に使う習俗で、土器を

使う以前の古の風習を残す一族とみて、彼らこそ日本列島

人の基層を成す人々の末裔ではないかと考えた。朴木（ホ

オノキ：アイヌ語でプｼニ）の葉は幅広で厚みがあり香り

が良く、事前に処理しておけば火にかけても燃えない。本

州では飛騨高山の郷土料理として葉ごと火で炙る朴葉味噌

の調理法がある。また、夕張地方を旅した際は、現地の古

老（エカシ）から「天地開闢（かいびゃく）の神話」を聴

きとり「夕張日誌」に記している。序盤の内容は『記紀』

の天地創造神話に類するもので、武四郎はどこかで自分た

ちの先祖と、彼らの先祖の近しさを感じていたのかもしれ

ない。それもあって、北海道の中でも天塩川上流域の住民

を、「皇国太古の民」と呼んだのだろう。

　考古学的に土器は、縄文早期から全道的に普及している

ことがわかるが、天塩川流域では名寄市智東遺跡で早期の

貝殻文土器が出土していて、昔から土器と朴葉椀（ひらて・

くぼて）が僅かながらに併用されていたかとも思わせる。

　更に武四郎は、生涯を通じて古代史の解明にも挑戦して

いた。道内探査の際には、十勝地域で現地の案内人と共に

黒曜石製の石器の発掘を行っている。ここでは、武四郎が

興味をもっていた考古資料について、現在の道内で展示さ

れているスポットを回りつつ、彼の足跡を辿ってみたいと

思う。

○ 松浦武四郎とお勧め考古資料見学スポット127選

　彼が 28 歳の弘化二年（1845）①回目の道内行脚は、

蝦夷地支配内情の外部漏洩を恐れる松前藩の取締りを避け

ながらの「生きた心地がしない」という隠密行だった。概

ね当時の東蝦夷地を巡る太平洋沿岸行程と云える。もし、

私が武四郎の足跡を辿るとするならば、図・表中の 1 ～

28 の順に回るのが効率的だと思う（紙面の都合上、列挙

するに留まるがご了承願いたい）。

　弘化三年（1846）②回目は、西蝦夷地を巡る日本海・

オホーツク沿岸行程を探査している。このルートは 29 ～

71 を回るのが妥当だろう。以上 2 回の旅行は北海道を知

る初級編といえる。

　嘉永二年（1847）③回目は太平洋から国後・択捉島等

の千島列島行程である。この時は船で沿岸を行くので、恵

山等の海岸の山々を確認したのだろう。ほぼ航海旅行なの

で現在辿ることは難しい。以上の旅は、嘉永三年（1850 年）

『初航蝦夷日誌』・『再航蝦夷日誌』・『三航蝦夷日誌』とし

て出版される。

　嘉永七年（1854）に徳川幕府は函館を直轄地とし、東

北各藩に蝦夷地の分割警護を命じる。のち、彼は幕府「蝦

夷地御用御雇入」に登用され、公務として安心して旅をす

るようになった。安政三年（1856）④回目の探査旅行は

函館、宗谷、樺太、紋別、様似等の沿岸部を一周する。そ

して、①・②回目の行程で到達できなかった場所、各地の

知人と旧交を温めた。再び戻った彼に現地の人々も心を開

いたのだろう。

　40 歳となった安政四年（1857）⑤回目の行脚は、後志・

石狩川流域・天塩川流域を巡る。ここからは多くの峠を越

える必要があり、①・②の旅行に比べて難易度が高い中級

編といえる。まず、かつて松前藩の根拠地だった厚沢部か

ら回る 72 ～ 97 の行程が合理的だろう。

　安政五年（1858）⑥回目は、道内を一周し内陸部の河

川上流域を探査している。98 ～ 127 と道内を旅行するこ

とが出来れば、武四郎の足跡を辿りつつ考古資料を見学で
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菩比）」を自分自身の魂に例えて、このタイトルを選んだ

のではないか。天ノ穂日命は、高天原系の天津一族なのだ

が、母である天照大神から、葦原中津国の国津神へ向け、

天津に恭順し国譲りをするように交渉することを命じられ

外交官として派遣される。しかし、国津神の大国主に心服

し、高天原（母国）から離反したという人物である。武四

郎は北海道の旅で出会った様々なことに魅了され、北海道

に寄り添う自分の心を、国津神側に寝返った天ノ穂日命の

魂に重ねあわせていたのだろう。

　幕府へ提出する「天之穂日誌」を元に、松前藩や場所請

負人の姿勢を訴え、その後の北海道行政との関わりでも一

貫した態度を貫く武四郎の生きざまから、題名の意図はそ

のよう思える。その後の尊王気運が高まる中で、意味は胸

中に秘されたのだろう。そして、武四郎没後に「天之穂日

誌」は発見され 1982 年に公刊される。このようなことが

あるので、改めて記録保存は重要だと思う。書き遺す事で

「思い」は残り、それにより他人が考証出来る。

　松浦武四郎の「生誕 200 周年北海道命名 150 周年」を

機会に、その偉業に倣って北海道を旅する人が増え、かつ

北海道の歴史にも興味を抱いてもらえればと思う。また、

私自身も偉大な先輩を見習い、旅を重ねて、文字が無かっ

た頃の大地の歴史を少しでも解明したいと思う。

（第 1 調査部第 2 調査課　主査　冨永　勝也）

きるスポットをコンプリートしたことになるだろう。

　これに国・道の指定史跡、遺跡群、中世の館・チャシ跡、

景勝地「ピリカノカ」とネイチャーセンターや温泉を組み

合わせれば、旅の上級編が完成するのではないか。最後に、

音威子府村の「武四郎北海道命名の地」碑文に辿り着けば

武四郎の境地に近づけるかと思う。

　安政六年（1859）幕府に提出した訴え書『丁巳（てい

し）東西蝦夷山川地理取調日誌「天之穂日誌（てしおにっ

し）」』は禁書となり、一般には公開されなかった。文久二

年（1862）大衆向けに出版した「天塩日誌」では統治内

情の部分は省かれ旅行記としての記述になる。のち、明治

新政府の開拓判官に登用されるが、周囲に失望し明治三年

（1870）職を辞している。

　最近、彼の実家が「お伊勢参り」の旅人をもてなす「伊

勢御師（おんし）」のようなことをしていたと知った。当

然彼も『記紀』に造旨が深いと考えられ了解したことがあ

る。「天之穂日誌」執筆の際にタイトル漢字を選んだことは、

北海道命名の際「北加伊道」の文字に拘ったことと同様に

意図があると思えた。

　彼は『記紀』に登場する天照命（あまてらすのみこと）

の皇子「天ノ穂日命（あめのほひのみこと）（記では天ノ
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◆交通案内◆
・JR大麻駅から、徒歩約20分
・新さっぽろバスターミナル発
　　・JRバス（文京台線循環新83）・夕鉄バス（文教通西）
　　　に乗車
　　　「くりの木公園前」下車、徒歩5分
　　・JRバス・夕鉄バス（江別方面行き）に乗車
　　　「北翔大・札学院大前」下車、徒歩15分

○人事異動 ○退職

　（３月 31 日付け）	

　熊谷　仁志　　第２調査部第１調査課主任（再雇用）

　前田　　博　　総務部総務課参与

　（６月 22 日付け）

　和田　基興	 総務部長

　北海道立埋蔵文化財センターでは「北の縄文」をテーマに、道内各地の縄文文化を体感し、勾玉作りなどの体験を通して

北海道の縄文文化への関心を高めることを目的とした企画展示を行っています。続縄文文化では特定の墓から群を抜いた豊

富な副葬品が出土し、どのような人物が葬られたのか高い関心を集めています。

　今年度開催の「続縄文文化の墓」では、道内各地の主要遺跡からコハク連珠や碧玉製管玉など見ごたえある貴重な副葬品

を 500 点以上集め、展示しました。墓にのこされた続縄文文化の世界と謎を分かりやすく紹介します。

　是非、この機会にご来館ください。

　展示期間：平成 30 年７月７日（土）～９月 30 日（日）

　期間中の休館日：月曜日（祝日開館日を除く）

　期間中の祝日開館日：７月 16 日、８月 11 日、９月 17 日

○企画展示「北の縄文−続縄文文化の墓−」のご案内

○採用

　（４月１日付け）	

　浅井　真介　　総務部総務課参与　

　（６月 25 日付け）　

　成田　直彦　　総務部長

続縄文文化４つの土器文化

展示資料集合写真 展示の様子


